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公
園
の
性
格
を
保
育
園
側
に
増
幅
し
つ

つ
引
き
込
む
。
ま
だ
歴
史
が
な
い
エ
リ

ア
で
あ
り
な
が
ら
、
巧
み
に
街
の
文
脈

を
読
み
取
り
、
ま
た
新
し
く
文
脈
を
つ

く
る
建
築
と
言
え
る
。

　

な
お
、
隣
に
は
、
地
元
の
山
口
に
お

い
て
福
祉
関
係
の
施
設
を
多
く
運
営
す

る
青
藍
会
に
よ
る
八
階
建
て
の
ハ
ー
ト

ホ
ー
ム
新
山
口
が
建
つ
。
当
初
、
建
築

主
は
敷
地
に
も
う
ひ
と
つ
の
高
齢
者
施

設
を
建
て
る
計
画
だ
っ
た
が
、
新
し
い

街
の
動
向
と
望
ま
れ
る
需
要
を
見
据
え

て
、
保
育
園
に
変
更
し
た
。
そ
の
結
果
、

子
ど
も
と
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
両
施
設
は
ビ

オ
ト
ー
プ
や
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
共
有
す

る
。
青
藍
会
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン

ペ
に
よ
っ
て
、
は
あ
と
保
育
園
の
設
計

者
を
選
定
し
、
一
緒
に
類
似
施
設
を
見

学
し
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て

い
っ
た
と
い
う
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
階

建
て
に
抑
え
、
階
高
も
約
二
・
七
八
㍍
、

天
井
高
二
・
二
㍍
と
し
、
親
密
な
空
間

を
つ
く
り
出
す
。
ま
た
厚
さ
三
五
〇
㍉

　

は
あ
と
保
育
園
は
、
写
真
や
図
面
の

資
料
だ
け
だ
と
、
そ
の
魅
力
が
す
べ
て

伝
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
園
児
が
い
る
平

日
の
午
後
に
訪
れ
る
と
、
周
辺
の
環
境

を
理
解
し
な
が
ら
、
実
際
に
そ
の
空
間

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
説
得
力
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
だ
と
確
信
で
き
る
建
築
だ
っ

た
。
現
場
に
身
を
置
く
こ
と
で
発
見
す

る
こ
と
が
多
く
、「
建
築
」
な
ら
で
は
の

現
地
審
査
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ

せ
る
作
品
で
あ
る
。

　

敷
地
は
新
幹
線
の
新
山
口
駅
前
の
新

し
く
開
発
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
周
囲

は
近
年
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
、
若
年
の
家
族
が
急
増
す
る
。
ま

た
敷
地
の
西
側
は
道
路
、
東
側
は
円
形

の
公
園
に
向
き
合
う
。
前
面
の
道
路
に

対
し
て
は
折
り
曲
げ
た
エ
キ
ス
パ
ン
ド

メ
タ
ル
が
覆
う
自
由
曲
線
の
開
口
を
い

っ
ぱ
い
に
取
る
一
方
、
商
業
施
設
が
存

在
す
る
北
側
は
閉
じ
る
。
そ
し
て
東
側

は
園
庭
を
設
け
、
公
園
と
の
連
続
性
を

生
み
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
屋
上
庭
園

の
存
在
や
遊
具
の
よ
う
な
地
形
的
な
建

築
を
目
指
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、

選
評
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は
あ
と
保
育
園

2015年 第56回
BCS賞受賞作品紹介

西側外観。（撮影：北嶋俊治）

南側外観。「はあと保育園」は、近年整備された新山口駅駅前にある住宅地の一角に計画された。
建物は鉄筋コンクリート造の2階建てで、東側は近隣公園と園庭が隣り合うように配置されている。

（撮影：北嶋俊治）

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2015年で56回を数えます。
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の活性化に寄与できること。
　現在、乳幼児期の子ども達は1階の園庭
〜 2階のウッドデッキ〜屋上デッキと連続
する空間を船・動物に見立て仲間との遊び
道具として使いこなしつつ、人生の様々な
局面で自ら行動を起こし、タスクを継続す
る能力を、次世代に向かって自然や友達と
共にたくましく遊びながら醸成しています。
そしてそれを支えることのできる幸せを痛
感しております。

　原題のように新園舎企画目標を次の3項
目といたしました。
1. 子育ち…自然（太陽・水・風・緑）の恩恵
の下、建物を遊具として友達と安全・安心
の下での楽しい時間を持ち成長できること。
2. 子育て…保護者が短時間で子どもの成
長を確認でき、親として成長できること。
3. 地域との共生…立体的な小山のような
建物とし、保護者と共に多様な人がこの建
物・子どもの成長に関わることで地域全体

５歳までのしつけや環境が、人生を決める
～ジェームズ・ヘックマン～

建築主
より

に見学してイメージを共有されており、設
計に対して強い想いをお持ちでしたが、施
工サイドの意見にも耳を傾けていただき、
たいへん感謝しています。
　私ども安藤ハザマは合併し新会社となっ
た1年目の施工作品において、栄えある
BCS賞を受賞できたことをたいへん嬉し
く思っています。

　はあと保育園の敷地は間口が狭く奥行き
の深い「うなぎの寝床」であり、間口いっぱ
いの建物形状となっています。「実労働
150日」で完成させるポイントを園庭（中
庭）への動線確保と捉え、園庭から揚重作
業やコンクリート打設を行えるよう、ギャ
ラリー階段部分を工事用通路として使用し
ながら基礎を施工する仮設計画としました。
　建築主と設計者は全国の類似施設を一緒

建築主と設計者の想いを
「実労働150日」でカタチにする

株式会社 安藤･間 
広島支店
リニューアル部長（現職）
作業所長（当時）

青木 茂
Shigeru Aoki

施工者
より

＞＞ はあと保育園

係が密接になるように最小の階高を可能に
しました。また、建物全体を覆う金網（ア
ルミ被覆鉄網）の外皮に保育室に対する日
除け、園児の転落防止、植栽の支えなどの
多くの機能を担わせています。
　発注者の青藍会様は建築の経済性だけで
はなく、良質な建築環境がいかに利用者の
満足とスタッフのやる気に繋がるかを知り
抜いておられます。非常に素晴らしい協同
体勢が取れ、建築家冥利に尽きます。

　はあと保育園は、私たちの設計の基本に
一貫して流れるコンセプト「ランドスケー
プアーキテクチャ」を具現化したものです。
それは、建築を取り巻く自然的環境、人工
的環境に呼応し、地形の様に柔軟で包容的
で季節に感応するデザインを目指すもので
す。
　この建築の設計では、ボイドスラブ方式
の床板（天井も形成）を壁柱で支持するこ
とで自由な使い方を可能にし、上下階の関

ランドスケープアーキテクチャを
めざして

設計者
より

㍍
の
薄
い
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
で
梁
型
を
露

出
さ
せ
な
い
。
訪
問
し
た
の
は
雨
の
日

だ
が
、
縁
側
的
な
空
間
、
室
内
で
も
遊

べ
る
居
場
所
、あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
し
た

隠
れ
場
所
の
よ
う
な
空
間
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。一
方
、大
人
の
視
点
か
ら

は
、
室
内
全
体
を
簡
単
に
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
。晴
れ
の
日
は
、子
ど
も
が
屋

上
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら
園
庭
ま
で
、建

物
全
体
を
駆
け
ま
わ
る
と
い
う
。
空
間

全
体
と
し
て
子
ど
も
を
意
識
し
た
絶
妙

な
小
さ
い
ス
ケ
ー
ル
感
が
効
い
て
い
る
。

　

造
園
は
、
各
季
節
で
花
や
実
が
な
る

よ
う
植
生
を
選
び
、
一
年
を
通
じ
て
楽

し
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。
ま
た
直
方

上／2階テラス。階段で屋上へ繋がる。
下／2階創作活動室。

計画概要 所在地：山口県山口市小郡平成町1-20
竣工日：平成26年3月15日

敷地面積： 1,864.24㎡ 
建築面積：   807.59㎡ 
延床面積： 1,315.63㎡ 

階　　数：地上2階
構　　造： 鉄筋コンクリート造（球体ボイドスラブ工法
　　　　　EIFS JAPAN）　一部鉄骨造

2階外部通路。ウッドデッキにガラスの庇が架けられている。縁側のようなこの半屋外空間は、夏の日射しと雨を遮るとともに園庭と繋がる広場と
して園児たちの遊び場になっている。

社会福祉法人 青藍会
副理事長

阿武幸美
Yukimi Anno

株式会社アプルデザイン
ワークショップ
代表取締役所長

大野秀敏
Hidetoshi Ohno

建築主：社会福祉法人 青藍会 設計者：㈱アプルデザイン
　　　　ワークショップ

施工者： ㈱安藤・間

体
の
フ
レ
ー
ム
は
金
網
を
は
め
、
壁
面

緑
化
を
行
う
。
な
お
、
安
藤
・
間
広
島

支
店
は
東
側
か
ら
の
搬
入
が
難
し
い
た

め
、
工
区
を
二
つ
に
分
け
て
施
工
を
行

い
、
工
夫
し
な
が
ら
七
カ
月
と
い
う
短

い
工
期
の
建
設
を
実
現
し
た
。
青
藍
会

は
高
い
理
念
を
持
っ
て
施
設
を
運
営
し
、

は
あ
と
保
育
園
は
、
一
階
の
公
園
側
の

端
部
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

地
域
貢
献
に
も
寄
与
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
建
築
主
、
設
計
者
、
施
工
者
が
協

力
し
て
つ
く
り
上
げ
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
建
築
で
あ
る
。
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彦


